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発刊のことば

　日本語の音声コミュニケーションとその教育を専門に考える研究会「日本語音声

コミュニケーション教育研究会」* を，私たちが日本語教育学会のテーマ研究会とし

て作ったのが 2006 年の 4 月です。ようやく 7 年目にして，会誌の発刊という悲願を

達成できました。ご協力を賜りました方々に心よりお礼申し上げたいと思います。

ありがとうございます。

　『日本語音声コミュニケーション』（英語名 Japanese Speech Communication）は，マ

ルチメディアを駆使したオンラインジャーナルです。紙媒体の雑誌や本と違って，

動画そのもの，音声そのものを掲載することができ，掲載されたものは世界じゅう

で視聴されます。文字では書き表せないような，ちょっとした「日本的」な仕草でも，

日本語を発音している被験者の口の中を撮った MRI 動画でも，日本語の教室の様子

でも，世界に向けて発表することができます。

　日本語の音声コミュニケーションとその教育に関する私たちの理解をさらに深め，

研究を活性化していくために，本誌をご活用下さいましたら幸甚です。

2013 年　3 月吉日

「日本語音声コミュニケーション教育研究会」代表幹事

定延利之

＊　 2017 年より、「日本語音声コミュニケーション学会」となりました。本「発刊のことば」は、第 1 号刊行

時の掲載文をそのまま掲載しています。
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は、日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば、どなたでも投稿できます。（但し、会員以

外からの投稿も編集委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/membership

「投稿要領」と「編集委員会会則」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/publication

編集委員会のメンバーについては、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/history

その他のお問い合わせは、下記までお願い致します。

松田真希子（まつだ　まきこ）（代表理事） 

japanesespeechcommunication[at]gmail.com （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 192-0364 　東京都八王子市南大沢 1-1

東京都立大学　松田真希子研究室内  



編集後記

　先日、家の近くのうどん屋で夕食を食べました。迎えてくれたのは、今、勤めて

いる日本語学校の学生〇〇です。

　「いらっしゃいませ。馬場先生」

　白い帽子に、エプロン、マスクからのぞく目は、笑っています。

　うどんが届き、しばらくすると、店長が来て、「〇〇がいつもお世話になっていま

す。よろしくお願いします。」と帽子を取りました。〇〇がお世話になっているの

は、こちらです。

　私たちの学校の留学生たちのほとんどは、以前、弁当工場で働いていました。夜

中から朝まで、週に 3 日。留学ビザで勤労できるのは、週に 28 時間です。

　今年に入り、私たちの学生のほとんどは工場を解雇されました。人材雇用の仲介

業者の方針が変わったからだということです。今は、コンビニエンスストア、飲食

店で働く学生が多く、そして、アルバイトの見つからない学生もいます。

　学生たちは、国にいても、就職口がありません。政治も不安定だと聞きます。高

いお金を払い、日本まで来て、2 年間日本語を学び、専門学校でさらに 2 年間、そ

して、就職を目指します。うどんをゆで、レジに立ち、深夜のコンビニで顧客に対

応します。そうやって、学費、生活費を稼ぎます。

　なのに、票のため、在留外国人を排斥する声が聞かれます。

　うどん屋の店主は、〇〇を可愛く思い、教師の私にあいさつに来てくれました。

学生を思う気持ちは、私も負けていません。そして、〇〇はその二つの思いにふさ

わしい、すばらしい若者です。

　日本語の学習者のために、新たな研究が必要です。

　みな様からのご投稿をお待ちしています。

馬場良二（編集委員会委員長）
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